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DXの第一歩：
業務データの蓄積と見える化



免責事項
 本プレゼンテーションには当社の将来の経営成績、業績、実績、ならびにその他、年次報告書および四半期報告書の指針についての将来予想に関
する記述が含まれています。

 さらに本プレゼンテーションには当社の既存または新規の製品およびサービスのために計画されている、または将来の開発努力に関する将来予想
に関する記述が含まれています。かかる発表は、業績、製品、サービス、または機能の将来的な提供を約束または保証することを意図するもので
はなく、単にその時点でのオートデスクの計画を反映するものであり、その時点で判明している要因に基づくものです。かかる計画中または将来
の開発取り組みは予告なく変更が生じる可能性があります。したがって、購入および投資に関して決定する際にかかる発表を拠り所としないでく
ださい。

 かかる記述は現在入手可能な情報に鑑みてなされた当社の経営陣による現状の予想、予測、仮定を反映したものであり、将来の業績を保証するも
のではありません。重大なリスク、不確実性ならびにその他の要因が内在しており、実際の経営成績、業績、実績は、本プレゼンテーションの将
来予想に関する記述で明示または暗示されたものと大きく異なる場合があります。

 当社の将来の業績に影響を与える可能性のある要因（オートデスクならびに本プレゼンテーションの将来予想に関する記述に影響を与える可能性
のあるリスク要因も含む）は、直近の会計年度末の年次報告書Form 10-K、ならびに四半期末の Form 10-Q に記載されており、これらは米国証券
取引委員会に提出されています。本プレゼンテーションが作成日以降に修正され、その後オートデスクからやWeb サイトまたはその他の方法で入
手可能になった場合、最新または正確な情報を反映していない場合があります。

 オートデスクは、かかる発表が行われた日以降に発生した出来事、もしくは存在または変化した状況を反映するために、かかる将来的な発表を更
新する義務を負いません。



 石川 翔平

 オートデスク株式会社 技術営業本部
o 建設・土木ソリューションエンジニア / DXスペシャリスト
o 主に建設業界向けクラウドソリューションを担当

 経歴
o 2002-2010 東京工業大学建築学科/建築学専攻
o 2006-2007 スイス連邦工科大学 交換留学
o 2010-2012 清水建設 設計本部
o 2012-2019 webアプリケーション/IoT製品の開発
o 2019- 現職

自己紹介



過去のDXウェビナー

https://youtu.be/2QuNyWwtFEo https://youtu.be/TfQFcGhZdbA https://youtu.be/jxLKFARpldw

https://bim-design.com/infra/online-seminar/ai-bim-cim/

2022

2023

https://bim-design.com/infra/online-seminar/acc-db/ https://bim-design.com/infra/online-seminar/bim-management/

https://youtu.be/2QuNyWwtFEo
https://youtu.be/TfQFcGhZdbA
https://youtu.be/jxLKFARpldw
https://bim-design.com/infra/online-seminar/ai-bim-cim/
https://bim-design.com/infra/online-seminar/acc-db/
https://bim-design.com/infra/online-seminar/bim-management/


 データを蓄積して見える化して活用する重要性が上がっ
てきている
o AU2023でもデータがテーマ
o Autodesk Construction Cloud(ACC)もデータを貯める
プラットフォームとして利用できる

o けどそもそも「データを見える化して活用」って何？

 ONESTRUCTION社 宮内さんの取り組みの紹介
o CTOの立場として、業務状況の把握が必要
o ACCに各自の業務をレポートしてもらうことで、ダッシュボード
を作成

本日のテーマ：業務データの蓄積と見える化

宮内 芳維氏
ONESTRUCTION社



ダッシュボード
情報の見える化とは…

を作成すること





AU 2023のアーカイブが公開されています(594件)

https://www.autodesk.com/autodesk-university/

https://www.autodesk.com/autodesk-university/


General Session 1 [Autodesk]

https://www.autodesk.com/autodesk-university/class/General-Session-Day-1-2023

https://www.autodesk.com/autodesk-university/class/General-Session-Day-1-2023


Autodesk Platform Services Industry Forum [Autodesk]

https://www.autodesk.com/autodesk-university/class/Autodesk-Platform-Services-Industry-Forum-2023

https://www.autodesk.com/autodesk-university/class/Autodesk-Platform-Services-Industry-Forum-2023


Validation of DfMA and Data Platform in Data Strategy 
Beyond BIM and Its Future[大和ハウス]

https://www.autodesk.com/autodesk-university/class/Validation-of-DfMA-and-Data-Platform-in-Data-Strategy-Beyond-BIM-and-Its-Future-2023

https://www.autodesk.com/autodesk-university/class/Validation-of-DfMA-and-Data-Platform-in-Data-Strategy-Beyond-BIM-and-Its-Future-2023


Data and Digital Twins [TP Bennet]



BIM for historical buildings in the UK focused using 
sustainability tools [Purcell]

https://www.autodesk.com/autodesk-university/class/BIM-for-Historical-Buildings-in-the-UK-Focused-on-Using-Sustainability-Tools-2023

https://www.autodesk.com/autodesk-university/class/BIM-for-Historical-Buildings-in-the-UK-Focused-on-Using-Sustainability-Tools-2023


Simplify Your Life with Autodesk Construction Cloud 
Workflow Automation [Autodesk]

https://www.autodesk.com/autodesk-university/class/Simplify-Your-Life-with-Autodesk-Construction-Cloud-Workflow-Automation-2023

https://www.autodesk.com/autodesk-university/class/Simplify-Your-Life-with-Autodesk-Construction-Cloud-Workflow-Automation-2023


Construction Industry Forum [Autodesk]

https://www.autodesk.com/autodesk-university/class/Construction-Industry-Forum-2023

Keyword is “Decisions Making”.

https://www.autodesk.com/autodesk-university/class/Construction-Industry-Forum-2023


ダッシュボードは
意思決定に活用

重要なのは

すること

宮内くんのセッションへ→



質問がある人はQ$Aに記載ください
宮内くんに聞きたいこと
o実際にダッシュボードを作って運用してみた感想。
oBIM/CIMデータのダッシュボード化は考えてますか？
oAUで面白いセッションありましたか？
o最近注目してる技術は？AIとか取り組んでますか？

質疑応答/宮内くんに聞きたいこと



[ACC&APS]業務のデータを集約し、情報を等価に変換する

構造物データ 業務データ

• BIM/(CAD)
• 指摘事項
• 写真
• 帳票
• スケジュール、など

データ変化(粒状化)

サービスの利用(個人)

情報の集約

ダッシュボード

データが揃っていて
扱いやすい

データ形式が
バラバラ



ACCにデータを入力し、データを取り出し、ダッシュボードを作成

1

2

3 業務フロー全体を考える

ダッシュボードの目的を事前に明確にしておくとよい

ダッシュボードを作成するにはデータの入力が必須
現状の業務フローにおけるデータ入力の可能性を押さえる

ダッシュボードがトレンド

業務データの蓄積と見える化  まとめ

「データによる意思決定」が目的



次回のセミナー：AU2023から読み解く建設DXの現在地

https://bim-design.com/infra/event/au2023-dx/

https://bim-design.com/infra/event/au2023-dx/


 DAY2 pm「建築・都市とAI活用の未来」
o 日時――12月8日（金）15:00～17:30（予定）

• (A) AIと人間をつなぐBIM
• 講師―石川翔平氏（オートデスク(株)日本地域営業部技術営業本部）

• (B) 不気味の谷に留まる
• 講師―平野利樹氏（東京大学特任講師）

• (C) BIMデータベースとLLM（大規模言語モデル）AIの今後
• 講師―中野達也氏（(株)長谷工コーポレーションエンジニアリング事業部

DX推進室） 

登壇予定：第46回 情報シンポ AIJISA 2023 (建築学会)

https://aijisa.org/2023/keynote-speakers/

https://aijisa.org/2023/keynote-speakers/


過去のDXウェビナー

https://youtu.be/2QuNyWwtFEo https://youtu.be/TfQFcGhZdbA https://youtu.be/jxLKFARpldw

https://bim-design.com/infra/online-seminar/ai-bim-cim/

2022

2023

https://bim-design.com/infra/online-seminar/acc-db/ https://bim-design.com/infra/online-seminar/bim-management/

https://youtu.be/2QuNyWwtFEo
https://youtu.be/TfQFcGhZdbA
https://youtu.be/jxLKFARpldw
https://bim-design.com/infra/online-seminar/ai-bim-cim/
https://bim-design.com/infra/online-seminar/acc-db/
https://bim-design.com/infra/online-seminar/bim-management/


今後のイベント・セミナー案内：BIM design

https://bim-design.com/infra/event/

https://bim-design.com/infra/event/


※アンケートで頂いた質問への回答も公開されています

https://bim-design.com/infra/event/

質問への回答

https://bim-design.com/infra/event/


AECコレクション：ソフトウェアからプラットフォームまで「1パッケージ」で

プラットフォーム ソフトウェア

点群・現場画像処理

3D&BIM/CIM

2Dワークフロー



基本設計 実施設計 施工 維持管理・運営

[共通データ環境]

[BIMモデル管理] [数量拾い・集計] [施工管理]
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